
【ワーク欄】
・記述内容を添削・評価するための指標と
なります。
・評価・添削の対象は記述欄の文章ですので、
この欄内の記入内容自体は評価の対象では
ありません。
・設問文からの逸脱、空欄、また誤字・脱字・設問文からの逸脱、空欄、また誤字・脱字
など表記上の誤りに対する指摘は行います。

【記述欄（左）／添削欄（右）】
・記述欄にて、評価欄の評価項目に基づいて
内容・表記両面の誤りを指摘・修正します。
・添削欄にて、記述欄の修正内容に関する
解説をします。
・ワークを反映した箇所に関して、指摘する
べき点があれば修正と解説を行います。べき点があれば修正と解説を行います。

【所感欄】
・文章全体における改善点や今後の復習方法
についてアドバイスします。
・ワークの内容に応じて文章の改善点や復習
方法を提示します。内容を構成する要素
に課題があれば、該当するワークに立ち戻り、
再考・復習を促します。再考・復習を促します。

【評価欄】
「内容」︓①自己PRの明確さ、②自己分析、③記述の具体性、
　　　　　④意欲の4つの観点から、ワークを根拠に説得力のある自己PR文を
　　　　　記述しているかを評価します(①～③は、ワークの内容を記述に
　　　　　反映していることを「ｂ」以上の評価を得るための前提としています)。
「字数」︓600字以内という制限字数で、記述状況を評価します。
「表記」・「構成・段落」︓評価基準は見本の通りです。「表記」・「構成・段落」︓評価基準は見本の通りです。


